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本論文は 5 章より構成され，第 1 章では，アグロパクテリウム・リゾゲネス(土壌細菌)のプラスミドを組み込ん
だセイヨウワサビ毛状根に注目し，植物ホルモンとしてのサイトカイニン (BAP) とオーキシン (NAA) の混合組
成の培地が，人工腔として有力な細胞塊の形態変化に大きな貢献をすることを示している。第 2 章では，細胞塊の成
長プロセスについて， BAP と NAA の混合組成が及ぼす細胞塊の成長効果を速度論的に調べ，有用な結果を得てい
る O 第 3 章では，細胞塊からの再生プロセスを NAA 添加効果について検討し，毛状根の発生は，時間に対して正規
分布関数となることから，毛状根再生に対する速度論的関係を得ている D 第 4 章では，人工種子システムの構築化と
して，人工腔としての細胞塊を，無害なアルギン酸ゲルに包括し，ホルモンとして NAA の再生能力への効果を調べ
た。さらに，保存能力を付加するため，パラフィン膜の酸素および水分の透過性を調べ，保存能力として，従来のポ
リ有機シリコン膜よりも，パラフインコートが有効であることを示している o 第 5 章では，細胞塊の再生ポテンシャ
ルについて検討し，アルギン酸ゲルとパラフインコートの酸素透過性が及ぼす再生能力への影響を調べ，光照射によっ
て幼植物体へ成長することを示した。さらに，パラフインコートにしたとき， 60日の保存期間後に至っても，再生能
力があることを認めた。この方法は，従来の冷凍保存法に比べて250Cで行え，有効な方法であり，今後の植物の大量
繁殖法への道を拓いたものとして，注目に価する O
本論文は，成長と再生の速度の高い毛状根細胞の人工種子への利用と保存法を明らかにしたものであり，化学工学
の分野に多大の貢献をするものであり，工学博士として価値のあるものと認める。
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